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在外研究奨励フェロー 募集要項についての Q&A 

 

Q1. 「１．趣旨・目的」 の 「困難な状況のもと」 とは、どの程度考慮されるのですか。 

A1. 審査においては、まずはこれまでに行った研究との関連性を踏まえ、海外との共同研究計画の意義が

明確なものを優先いたします。困難の状況と度合いについては審査の最終段階において考慮します。博士

の学位取得後、年限の資格がある多くの会員に応募を検討していただければとおもいます。 

 

 

Q2. 「２．概要 （３）」 の 「国内旅費」 とは、具体的にどのような費用ですか。 

A2. 日本数学会の旅費規程にもとづき旅費を支援します。原則として所属機関（所属機関がない場合は自

宅）の最寄り駅を起点とした往復交通費、および年会または秋季総合分科会（以下、「学会」という。）の会

期中の宿泊費（上限あり）が支援の対象となります。国外の研究機関に滞在している期間中に学会で発表

を行う場合には、国内の空港と学会の開催校との往復交通費、および学会会期中の宿泊費が支援の対

象となります。なお、学会の会期中に国外に滞在しているため学会での発表が困難な場合には発表学会

の時期をずらせる可能性もありますのでご相談ください。 

 

 

Q3. 「６．申請手続き・申請書類 （１）」 の ②（国外の機関に所属する研究者による推薦書（様式 2）） 

および ③（国内の機関に所属する研究者による推薦書（様式 3） ） は、申請者が申請書とあわせて提

出する必要があるでしょうか。あるいは推薦者が直接数学会に提出することは可能でしょうか。 

A3. 可能です。推薦者が直接数学会に提出する場合も、「10.申請書等提出および問合せ先」に記載され

た宛先にメール添付で提出してください。なお、原本の郵送提出は不要です。 

 

 

Q4.  「６．申請手続き・申請書類 （１）」 の ②（国外の機関に所属する研究者による推薦書（様式 2）） 

および ③（国内の機関に所属する研究者による推薦書（様式 3））  には、どのような内容の記述が必

要でしょうか。 

A4. 申請者がこのフェローシップに申請するにあたり、それをサポートするポジティブなコメントがあれば、その

内容は限定しておりません。例えば、海外に滞在する計画があるのであれば、申請者の滞在が、滞在者お

よびホストの双方にとって研究の進展が望めること、あるいは、国内で共同研究を行う場合であれば、共同

研究によって研究の進展が望めること、などがわかるようなものが考えられます。 


